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介
護
保
険
は
潤
沢
な
財
政
運
営

問 

介
護
保
険
料
が
予
算
に
比
べ
て
、
1
億
８
０
０

万
円
超
の
増
収
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
年
度
か

ら
の
繰
越
金
も
同
様
に
1
億
４
０
０
０
万
円
超
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
８
期
の
介
護
保

険
事
業
規
模
に
比
べ
て
介
護
保
険
料
収
入
が
多
い
こ

と
で
、
潤
沢
な
財
政
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答 

65
歳
以
上
の
第
1
号
被
保
険
者
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
保
険
料
収
入
の
増
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
も
あ
り
、
介
護

給
付
費
の
支
出
が
抑
え
ら
れ
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越

金
が
増
加
し
た
。
そ
の
結
果
等
に
よ
り
、
当
初
見
込

み
よ
り
財
政
に
ゆ
と
り
が
で
き
、
介
護
保
険
基
金
に

も
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

問 

来
年
度
か
ら
の
第
９
期
で
は
介
護
保
険
料
を
相

当
額
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

今
後
の
高
齢
化
に
伴
う
中
長
期
的
な
見
通
し
を

立
て
対
応
す
る
中
で
、
介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

 

ま
ち
づ
く
り

河
津
桜
の
管
理
、　
ク
ラ
ピ
ア
試

験
植
栽
の
効
果
は

問 

東
毛
広
域
幹
線
道
路
の
河
津
桜
の
管
理
に
あ
た

り
、
既
に
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
住
宅
団
地
内
の
公
園

で
実
績
が
あ
る
ク
ラ
ピ
ア
試
験
植
栽
の
内
容
及
び
効

果
は
。
さ
ら
に
試
行
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。

答 

ク
ラ
ピ
ア
は
、
イ
ワ
ダ
レ
ソ
ウ
を
原
種
と
し
て
品

種
改
良
さ
れ
た
緑
化
植
物
で
あ
り
、
雑
草
低
減
効
果

が
あ
る
。
公
園
で
の
防
草
効
果
は
確
認
で
き
て
い
る

が
、
今
回
は
面
積
が
大
き
い
の
で
、
コ
ス
ト
削
減
の

た
め
に
、
土
の
入
れ
替
え
、
防
草
シ
ー
ト
、
密
度
な

ど
複
数
の
パ
タ
ー
ン
を
検
証
す
る
等
の
試
験
を
行
っ

て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税 

生
産
業
者
へ
の

返
礼
品
代
は
４
３
１
９
万
円

問 

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
総
額
は
1
億
６
９
３
０
万

円
で
あ
る
が
、
地
元
特
産
品
生
産
業
者
の
実
質
売
上

金
額
は
い
く
ら
か
。

答 

返
礼
品
の
代
金
や
送
料
、
受
付
業
務
委
託
料
、
決

済
手
数
料
な
ど
の
経
費
の
総
額
は
８
０
４
３
万
円
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
生
産
業
者
に
は
返
礼
品
代
と
し

て
４
３
１
９
万
円
を
町
か
ら
支
払
っ
て
い
る
。

横
断
歩
道
等
の
白
線
書
き
換
え

問 

学
校
周
辺
の
道
路
や
横
断
歩
道
の
白
線
が
消
え

か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
修
繕
計
画
に
は
こ

う
し
た
白
線
の
修
繕
費
用
も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

答 

道
路
舗
装
修
繕
計
画
は
、
道
路
の
舗
装
面
の
修
繕

計
画
で
あ
る
た
め
、
白
線
の
修
繕
費
用
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。
た
だ
し
、
道
路
の
舗
装
の
全
面
打
ち
替
え

修
繕
に
伴
い
、
横
断
歩
道
等
を
消
し
た
場
合
は
新
し

く
書
き
換
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
横
断

歩
道
等
に
つ
い
て
は
、
交
通
規
制
で
あ
る
た
め
警
察

が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

雑草対策としてクラピアを試験植栽。「草で草を制す」となるか

クラピア

決算審議町
令和４年度

のお金の使い方　議員の視点

さらなる福祉の充実のため、
子ども食堂がいつでも誰で
も利用できる常設の居場所
となることを願っています。
羽鳥真砂子さん（川井)

Tama Voice

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

換
金
費
は
４
億
円
余

問 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
の
内
訳
は
。

答 
補
助
金
と
し
て
商
工
会
に
全
額
支
出
し
、
事
業
を

行
っ
た
。
事
業
の
内
訳
は
、
商
品
券
の
換
金
費
4
億

３
５
９
０
万
円
、
金
融
機
関
の
支
払
手
数
料
５
７
５

万
円
、
事
務
管
理
費
１
６
８
６
万
円
（
業
務
委
託
費

９
３
９
万
円
、
警
備
76
万
円
、
事
務
２
２
７
万
円
、

商
工
会
の
経
費
４
４
４
万
円
）
で
あ
っ
た
。

※
１
セ
ッ
ト
当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
分
使
用
可
能
な

　
プ
レ
ミ
ア
ム
率
50
％
の
商
品
券
を
１
万
円
で
販
売
。

 

子
育
て
・
教
育

待
機
児
童
の
実
情
と
課
題

問 

保
育
所
の
待
機
児
童
は
。

答 

国
基
準
に
お
け
る
待
機
児
童
は
、
年
度
当
初
は
い

な
か
っ
た
が
、
年
度
途
中
で
生
じ
た
。

問 

兄
弟
が
バ
ラ
バ
ラ
に
入
所
し
て
い
る
家
庭
も
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
解
消
で
き
た
か
。

答 

兄
弟
で
別
の
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は

実
情
と
し
て
ま
だ
あ
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
料

問 

こ
れ
ま
で
の
知
見
を
生
か
し
て
、
児
童
・
生
徒

と
向
き
合
い
心
の
触
れ
合
い
を
伴
う
教
育
現
場
で
働

く
キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
通

級
教
室
、
教
育
相
談
事
業
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
料
に
つ
い
て

は
、
低
く
抑
え
る
こ
と
な
く
、
し
っ
か
り
と
フ
ォ
ロ
ー

し
て
働
く
場
の
確
保
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
、
専
門
的
・
精
力
的
に

業
務
を
遂
行
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
給
与
は
事
務

職
、
資
格
職
等
の
町
の
給
与
体
系
に
基
づ
い
て
支
払

わ
れ
て
い
る
。
ど
の
部
署
に
お
い
て
も
事
務
職
、
資

格
職
の
方
は
い
る
の
で
、
今
後
、
町
全
体
を
通
し
て

捉
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

就
学
時
健
診
後
の
支
援

問 

就
学
時
健
診
後
の
就
学
指
導
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

答 

就
学
時
健
診
の
前
に
保
護
者
か
ら
就
学
に
関
す

る
相
談
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
必
ず
し

も
支
援
学
校
や
支
援
学
級
へ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

そ
の
子
に
寄
り
添
っ
た
就
学
先
を
判
断
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
る
。

 

福
祉
・
介
護

子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
見
直
し
も

問 

令
和
４
年
度
の
子
ど
も
食
堂
へ
の
補
助
金
は
、

１
団
体
当
た
り
年
間
１
万
２
０
０
０
円
で
あ
る
が
、

貧
困
対
策
と
し
て
は
少
な
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

子
ど
も
食
堂
で
提
供
し
て
い
る
食
事
は
各
団
体
で

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
る
の
で
、
経
費
は
ま
ち
ま
ち

で
あ
る
。
た
だ
、
持
ち
出
し
が
多
い
こ
と
は
把
握
し

て
お
り
、今
後
見
直
し
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

介
護
施
設
の
防
災
改
修
を
実
施

問 

介
護
施
設
等
の
防
災
改
修
の
内
容
は
。

答 

有
事
の
際
の
避
難
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、

に
し
き
の
園
の
雨
漏
り
の
箇
所
と
外
壁
を
改
修
し
た
。

問 

災
害
時
は
福
祉
施
設
避
難
所
と
し
て
外
部
の
人

も
受
け
入
れ
る
の
か
。
ま
た
、
受
入
れ
可
能
な
人
数

と
身
体
の
状
態
の
程
度
は
。

答 

に
し
き
の
園
で
は
入
所
者
だ
け
で
な
く
外
部
の
避

難
者
も
受
け
入
れ
、
96
人
が
収
容
で
き
る
。
設
備
も

整
っ
て
い
る
の
で
、
一
般
の
避
難
所
で
は
難
し
い
人

の
受
け
入
れ
が
で
き
る
が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は

関
係
部
署
と
話
を
詰
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。


